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九
月
十
五
日

現

在

で

来
年
は
、
県
議
会
議
員
選
挙

と
参
議
院
議
員
選
挙
が
、
四
月

頃
行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
選
挙
に
用
い
る
基
本
選

挙
人
名
簿
は
、
例
年
の
よ
う
に

丸
月
+
五
日
現
在
で
調
製
さ
れ

ま
す
。

た
と
え
選
挙
の
宥
資
格

'者
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
人
名
簿

巳
蹴
つ

τい
な
け
れ
ば
、
投
票

す
る
己
と
が
き
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
御
協
力
に
よ
っ
て
、

一
人

残
ら
ず
選
挙
人
名
簿
に
登
載

L

て
、
選
挙
当
日
投
票
が
で
き
な

い
こ
と
の
な
い
よ
う
御
注
意
下

報広市

昭
和
三

十
三
年
度

一

事
業
と
し

と
長

て
、
住
宅

L
v，
金
融
公
庫

言
者

の
融
資
金

舎

に
よ
り
快

些
ヰ
適
な
文
化

九十
一
正
住
宅
を
建

品
直
一
築
し
、
安

弓
引

い
価
格
で

辛
口

分
譲
す
る

ー
、

計
画
を
た

.
V

て
て
お
り

一

ま
す
の
で

購
入
を
希

一

望
さ
れ
る

町
切

一
方
は
、
次
の
こ
と
に
御
留
意
の

日
許

一
上
、
建
築
課
ま
で
申
込
み
し
て

月
物

一
下
さ
い
。

判
搬

一

な
お
、
乙
の
住
宅
は
敷
地
の

幻
種

一
取
得
か
ら
設
計
工
事
の
施
工
等

和
三

一入
居
が
で
き
る
ま
で
の
一
切
の

mw一
仕
事
を
す
べ
て
市
が
行
い
ま
す

一
か
ら
、
皆
様
方
に
は
諸
手
続
き

一
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
O
建
設
の
場
所
と
戸
数

一

イ
、
場
所
市
内
吉
島

〉
一

(
魚
津
高
等
学
校
前
〉

1
一

ロ
、
一戸
数

十

一戸

f
z

‘、.
0
規
模
お
よ
び
構
造

津
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選

挙

人

名

簿

を

調

製

さ
い
。
特
に
市
営
住
宅
に
入
る

た
め
に
移
転
し
た
方
や
、
市
内

で
住
居
を
移
さ
れ
た
方
は
、
前

の
所
に
長
く
お
っ
た
の
だ
か
ら

前
の
住
所
地
に
あ
る
だ
ろ
う
と

自
分
だ
け
の
考
え
で
、
申
告
を

怠
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
場
合
は
必
ら
ず
新
し
い

住
所
地
で
申
告
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

な
お
申
告
書
は
、
近
日
中
に

広
報
員
を
通
じ
て
配
付
し
ま
ず

か
ら
、
次
の
各
項
に
該
当
す
る

方
は
一
大
残
ら
ず
申
告
し
て
下

ィ
、
木
造
瓦
葺
平
麗
建

(
一
戸
建
)

ロ
、
一
戸
当
り
建
物
坪
数

一
四
、
五
坪

ハ、

一
戸
当
り
敷
地
坪
数

六
六
、
八

O
坪

O
一
戸
当
り
分
譲
価
格

敷
地
を
含
め

七
六

O
、
0
0
0円(
予
定
)

O
申
込
期
間

昭
和
三
+
三
年
九
月
五
回
か

ら
九
月
=
+
固
ま
て

O
申
込
場
所

市
役
所
建
築
課

O
入
居
時
期

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
末
日

の
予
定

O
提
出
書
類

[
分
譲
住
宅
購
入
申
込
書

2
申
込
者
と
そ
の
家
族
、
並

び
に
保
証
人
の
収
入
月
額

証
明
書
、
給
与
所
得
者
に

つ
い
て
は
源
泉
徴
収
票
、

事
業
所
得
者
は
納
税
証
明

書
-
住
宅
を
必
要
と
す
る
理
由

書ι米
殻
通
帳
(
提
示
〉

申
込
み
用
紙
は
実
質
三

O
円
で

さ
い
。
一
、
本
年
九
月
十
五
日
ま
て
引

続
き
三
ヶ
月
以
上

(
六
月
十

六
日
以
前
か
ら
〉

魚
津
市
内

に
住
ん
で
い
る
方

二
、
年
令
が
本
年
十
二
月
二
十

日
で
満
二
十
才
(
昭
和
十
三

年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に

生
れ
た
方
)
以
上
の
方

な
お
、
詳
し
い
乙
と
は
選
挙

管
理
委
員
会
(
市
役
所
市
民
課

)
へ
御
問
合
せ
下
さ
い
。

。

国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

九

月

十

四

日

か

ら

始

ま

る

国
体
の
夏
季
大
会
は
九
月
十
四

日
か
ら
十
七
日
ま
で
四
日
間
に

わ
た
り
聞
か
れ
ま
す
。

会
場
は
、
水
泳
は
高
岡
市
、
水

球
は
福
野
町
、
登
山
は
富
山
市

立
山
町
、
宇
奈
月
町
で
華
々
じ

く
行
わ
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

乙
の
夏
季
大
会
の
特
色
は
聖
火

の
リ
レ

ー
を
行
う
こ
と
で
す
。

聖
火
は
雄
山
頂
上
に
て
点
火
さ

れ
開
催
地
高
岡
市
に
リ
レ
ー
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

参
加
人
員
は
水
泳
競
技
一

、
五

0
0人、
登
山
は
二
三

O
人
の

精
鋭
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
の
幕
が
切
っ
て
落
さ
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

目
下
選
手
強
化
等
大
会
気
運
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
各
機
関
挙

げ
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
の
で

今
か
ら
そ
の
盛
況
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

図

国
体
協
賛
パ
ツ
ヂ

て

き

る

(る者す三門
写 こに。を
真 と ー なア
はに個おレ
固な三とン
体つOのヂ
協て円パし
賛いでツ，
パまおヂよ
ツす頒は U
ヂ 。け希の
) す 望 で
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去
る
八
月
十
六
日

・
十
七
日
の
二
日
間

…

…市
営
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ト
で
、
第
八
回

一

…中
部
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
綜
合
男
女
選
手

…

…
権
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
部
九
県
か
ら
参
加
し
た
精
鋭
男
子
二

…

一
一
チ
l
ム
、
女
子
二
五
チ
1
ム
、
お
よ
そ

…

…六

O
O名
の
選
手
が
炎
天
下
の
コ

l
卜
で

…

…熱
戦
が
え
ん
じ
ら
れ
た
。

…市
民
の
心
か
ら
の
歓
迎
に
よ
り
脱
会
り
に

…

…終
了
す
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
乙
で
去
る
二
十
四
日
、
三
由
国
体
事

・

…務
局
長
を
は
じ
め
、
中
日
新
聞
社
代
表
小

…

…川
氏
、
そ
の
ほ
か
乙
の
大
会
を
世
話
さ
れ

-た
お
よ
そ
八
十
名
の
方
に
集
っ
て
い
た
だ

…

…き
、
大
会
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
の
反
省
会

…

…を
聞
き
、
来
る
国
体
に
備
え
て
の
意
見
と

一

…し
ま
し
た
。

そ
の
反
省
会
で
検
討
さ
れ
た
も
の
は
次

…

…
の
通
り
で
す
。

今
度
魚
津
市
国
体
事
務
局
に
お

い
て
国
体
の
啓
蒙
宣
伝
の
た
め

協
賛
バ
ツ
ヂ
を
製
作
し
各
世
帯
以

に
配
布
し
ま
し
た
。

パ
ツ
ヂ
の
意
匠
ほ
市
の
マ

1
ク
蹴

に
聖
火
と
第
十
三
回
国
体
の
十

g
f品

第
四
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
ヘ

魚

津

市

代

表

も

出

席

。ロ
ロ

お
頒
け
し
ま
す
。

O
申
込
資
格

ト
現
に
魚
津
市
に
居
住
し
、

--

日

-

も
し
く
は
勤
務
先
を
有
し

一一
建
坪

一
品
取
舗
)
一
融
資
額

一
自
己
資
金

一
月
収
基
準

一

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
ニ
|
|
|寸

I
l
-
-寸
I

l

-

-

↓I
l

-

-

」
l
l
1
-
-一

が
明
ら
か
な
者
、
ま
た
は
一

一一
四
五
坪
一
実

o
d
g円
一
回

g
d
g円
三
色
、0
8

円
一

京、

cg畑
一

魚
津
市
に
新
た
に
住
居
を

一
F
I
l
l「
1
1
1
1
1「
1
1
1
1
L
I
l
i
-
-卜
l
l
l
t
-」-

2

脱
出
誌
は
j
一
四
閣
引
制
朝
山
明
判
明
叫

j
t剛一

し
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ
一

一

一

一

一

一

一

》

二
十
七
年
十
ヶ
月
一
一
一
一
四
回
一
=
、ニ0
0
円
一
ニ
、
一
五
四
円
一
回
、三五
四円

一

る

も

の

。

一

-

一

一

一

一

-

3
予
約
金
(
頭
金
)
を
契
約
一
;

と
同
時
に
納
入
で
き
る
者
一
ま

ι申
込
者
の
月
収
が
一
ヶ
月
一

二
六
、
0
0
0円
以
上
(
一

税
込
み
)
で
あ
る
こ
と
。

(
同
居
親
族
の
う
ち
確
実

で
永
続
性
の
あ
る
収
入
を

得
て
い
る
者
は
合
算
で
※

去
る
八
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
一
る
こ
と
な
く
、
世
界
の
す
み
ず
ハ
ま
ず
競
技
面
に
つ
い
て
ほ

一

J
ヘ
ト
バ
・レ
.1
ポ
1

W
コ
l
ト
の
内

ま
で
の
四
日
間
東
京
都
早
稲
聞
一

み
ま
で
も
展
開
し
よ
う
と
熱
安

，

i
t
--4
、
、，

大
学
新
講
堂
を
中
心
会
場
と
し
一
な
討
論
を
く
り
ひ
ろ
ア
た
。

叫

抑
カ
侶

ν《

一

』

川
・
芝
ス
タ
ン
ド
の
後
に
金
網
の

て
全
国
及
び
三
十
数
ヶ
国
の
外

一
日
本
大
会
の
日
程
は
、
八
月
十
日
2
吐

一

~

外
棚
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

国
人
代
表
を
含
め
約
六
、
0
0
一
二
日
総
会
、
十
三
日
は
次
の
六
H

O
人
が
集
い
原
水
爆
禁
止
運
動
一
つ
の
議
題
の
も
と
に
分
和
会
を
~

一
明
運
営
上
是
非
必
要
で
あ

を
特
定
の
政
治
運
動
た
ら
し
め
一
行
っ
た
o

¥

-大
会
役
員
、
競
技
役
員
、
そ

1
1
1
11
1
1
1
-
-，

-
l
原
水
爆
禁
止
と
軍
備
縮
小

川
3

一

ー
へ
の
ほ
か
係
の
座
席
が
少
な
か

※

き

る

)

一
2
日
本
の
桜
武
装
禁
止
に
っ
し

り

コ
こ
o

3
貸
付
金
の
償
還

一

て

νιγ
釦
入
場
式
は
よ
く
で
き
た

好
評
だ
っ
た

に
つ
い
て
確
実

一
3
原
子
戦
争
準
備
と
国
民
生
活
ソ

が
、
役
員
選
手
の
入
場
行
進

チ

!

ム

係

な
保
証
人
二
人

一

ι放
射
能
害
と
そ
の
対
策

J

は
プ
ラ
ス
く
ン
ド
こ
合
せ
る
そ
の
ほ
か
一
般
的
な
も

1
1

を
立
て
ら
れ
る

一
3
原
水
爆
被
害
の
実
相
と
被
害
九

乙
と
が
の
や
ま
し
川
o

乙
れ
の
に
つ
い
て
は
、

ぷ
主
ロ

島

者。

一

で
の
救
援

一

は
練
習
が
必
要
で
あ
る
。

[
四
十
六
チ
l
ム
に
対

:

一

β
原
水
爆
禁
止
運
動
と
平
和
運
)

。
選
定
方
法

一

J

υ

3

ス
ピ
ー
カ
ま
よ
く
、
放
送
ま
し
て
、
各
チ
l
ム
係

一

Z

'

t

t

-

M
傷
2
4

申
込
者
の
資
格
を

一十
四
日
は
、
労
働
、
婦
人
、
烹
徹
底
し
た
が
、
ス
ピ
ー
カ
の
を
つ
け
て
、
大
会
終
了
ま
で

一

増
加
し
て
来
賓
、
役
員
、
選

協
協
趨
4

審
査
し
適
格
者
を

一年
、
学
生
、
農
民
、
漁
民
、
民
位
置
に
つ
い
て
は
考
え
ね
ば
世
話
し
た
乙
と
は
、
各
チ
l

一

手
等
の
人
数
を
把
揮
す
る
こ

設
住
宅

当
初

i

決
定
す
る
o

一
工
、
自
治
体
、
税
学
者
、
被
害
へ

な
ら
な
い
。

ム
か
ら
好
感
を
も
た
れ
た
。

一

と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
し

'

'

'

i
'
t

4

・

一

l

u

-

-
、....
 、f・・・r
、.. ・1J
・1
・'、
..
 
・1
J
・・・・・r、
..
 
2

・t
r
・--f
f
・-rt
r
・--J
--J
a
y
-
--s
a
t
--i
J
・・，J
tJi
t
----J
a--ris--

一

言
ι

駐

日

一間

誠

一

部

…

一

M

叩服部臨時
ネ
グ
A

口

同

士

許

可

訪

日

訪

日

災

訓

目

的

訴

免

に

は

一

場
合
は
、
鐙
衡
に
会
報
告
、
階
層
別
協
議
会
の
一
一
育
会
藤
田
彰
秀
の
二
氏
も
両
者
一

(

智

弘

一

す

。
大
小
の
法
体
で
税
金
の
軽
減
や
免
除
以
上
二
つ
の
方
法
が
あ
る
が
、
-

f

も
し
く
は
公
開
'R
一括
報
告
が
あ
り
、

宣
言
、
決
議

一
を
か
ね
て
参
加
し
た
。

一

/
lト
!

い

に

と
り
ま
ぜ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

乙
れ
を
利
用
す
る
に
は
そ
れ
ぞ

今

町

/

せ
ん
に
よ
っ
て
決

一草
案
発
表
、

討
論
、
採
択
に
つ

丁

l
JI
l
-
-ー
一
御
入
来
と
な
る
。

ω「
所
得
税
法
(
雑
鼠
控
除

れ

一
定
の
条
件
が
必
要
で
あ
る

f

，

定

す

る

o

-い
て
世
界
大
会
代
表
団
結
成
が

一

台

風

下

の

一相
手
が
人
間
な
ら
暴
力
追
放
と

と

に
よ
る
場
合

す
な
わ
ち
災
害
減
免
法
を
利
用

。
借
入
金

及

び

自

己

負

担

金

の

内

訳

(

予

定

〉

と

償

還

金

額

等

あ

つ

て

の

ち

閉

会

し

こ

。

一

一

い

う

政

府

の

お

声

が

か

り

も

あ

災

害
や
盗
難
で
家
屋
、
家
財
道
す
る
に
は
ま
ず
所
得
金
額
が
八

に

つ

い

て

な

お

、

当
市
代
史
の
町
席
者
は

一

火

の

用

心

一
る
が
、
自
然
の
暴
威
に
は
科
学
具
、
現
金
あ
る
い
は
事
業
用
の

O
万
円
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら

石
川
方
子
(
市
教
組
)
中
村
清

一

九
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
で
一
の
力
で
も
ま
だ
手
の
出
ぬ
現
状
機
械
な
ど
の
資
産
に
、

一
年
間

な
い
。
損
害
の
額
が
家
屋
や
家

製

設

問

明

日

間

勾

一す
。
火
災
の
発
生
す
る
危
険
も
一
で
は
ド
う
に

"-u--
h
清
清
M
・
一-J
げ

は

・

均

価

額

日

間

刊

誌

1
1
1
1
1い

一多
く
、
あ
の
恐
し
い

f
f一台
風
等
で
被
害

J

台

風

と

~

ぃ
。

¥
1
1
1
1
1
1
J
一火
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

一を
蒙
っ
た
場
合

u

•

• 
H

一
方
雑
損
控
除
に
は

一

帯

二

台

風
の
と
き
は
ラ
チ
オ
等
で
気一

ど
う
す
れ
ば
税

~

‘
税

金

に

つ

い

て

一

た

な

卸

資

産
以
外
の

-

世
人
人
人
件

一一象
に
注
意
し
、
家
屋
の
倒
壊
防
一
金
の
減
免
を
受

?-c-〈
at〈
aL
・1
・ぅ
1
・c・1
・〈・
1
・1
・t
〈
t
t
J・1
J

・

も

の

の

損
害
額
が
、

一

〉

9
2

4
6
0

-τ
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
、
窓
等
一
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
知
っ
て
、
害
が
あ
れ
ば
、
乙
の
法
律
で
税

年
間
所
得
額
の
一
割
以
上
に
な

態

腕
U

3
1
1

一
一十
部
を
塞
ぐ
乙
と
を
忘
れ
な
一
い
た
だ
き
た
い
と
思

50

金
の
減
免
を
は
か
る
こ
と
が
で
ら
な
工
利
用
で
き
な
い
。

動

m
Q
I

二
い
で
、
屋
外
で
の
焚
火
、
喫

煙

一

叫

制

作

賠

訴

附

摂

取

V
航

路

持

詩

吟

民

き

鋭

的

問

λ
同

日

比

4

一
一
を
禁
止
し
ま
し
は
う
。
で
き
れ
一
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
災
害
の
あ
っ
た
年
の
翌
年
か
ら
え
ず
災
害
減
免
法
の
申
請
を
し

へ

附
数
日
生
亡
姻

一
一
ば
屋
内
て
も
火
安
の

使

用

を

止

一

場

合

数

え

て

三
年
間
に
わ
た
り
繰
越
て
日
て
確
定
申
告
の
と
き
に

メ

〈

帯

一
一
め
水
で
完
全
に
消
し
、
更
に
二
今
年
の
所
得
金
額
犬
十
万
円
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
乙

の

控

有

?

万

へ
切
り
換
え
れ
ば
よ

-

世
人
出
死
婚

一
一
ヶ
ツ
等
に
水
を
入
れ
て
万
全
の
一
以
下
の
人
が
台
風
や
地
震
、
火

除

は
J

申
告
納
税
者
も
給
与
所
ぃ
。

三
準
備
を
と
と
の
え
た
い
も
の
で
一

事
、
洪
水
な
ど
の
た
め
に
、
住
得
者
も
確
定
申
告
書
を
期
限
内

f
i
l
i
l
i
1
1、
一

す

。

一

宅

や

家

財

道

具

に

大

き

な

損

害

に

提

出

す

れ

ば

受

け

ら

れ

る

。

面平

一
、
自
己
負
担
金
の
内
に
は
火
災
保
険
料
及
び
建
設
に
要

す
る
事
務
諸
経
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
、
工
事
の
施
工
に
よ
っ
て
右
の
金
額
に
多
少
の
変
更
が

あ
り
ま
す
。

三
、
申
込
資
格
等
の
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
建
築
課

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

β
テ
ン
ト
は
低
く
て
観

覧
の
不
便
な
点
が
あ

っ
た
。

下
競
技
審
判
員
は
質
の

向
上
が
必
要
で
あ

る
。
全
部
の
審
判
員

が
不
評
で
な
く
、

一

部
に
対
し
て
は
不
評

の
声
が
あ
っ
た
。

2
宿
舎
ハ
旅
館
)
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
良
く
、
チ
l
ム

か
ら
机
状
が
来
て
い
る
も
の

が
あ
っ
た
。

3
中
部
九
県
大
会
は
役
員
、
選

手
を
旅
館
に
全
員
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
国
体
で

は
寺
院
、
民
家
に
も
収
容
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
、
寺
院
、民
家
宿

舎
の
場
合
は
、
便
所
、
浴
場
、

包
話
等
の
設
備
に
つ
い
て
研

究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
体
の
宿
舎
に
つ
い
て
は
寝

具
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

婦
人
会
員
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
。

ι受
付
係
の
場
所
、
配
当
人
員

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
な

か
っ
た
の
で
、
係
の
人
員
を(写真は開会式 の選 手入 場)

3
会
場
各
係
の
表
示
板
が
不
足

し
て
い
た
。
外
来
者
に
対
し

て
案
内
を
く
わ
し
く
す
る
必

要
が
あ
る
。

ι来
賓
、
役
員
、
選
手
、
各
係

の
附
に
観
覧
者
が
入
っ
て
来

る
の
は
よ
く
な
い
。
観
覧
者

の
自
覚
は
必
要
で
あ
る
が
、

乙
れ
等
の
係
員
を
置
く
こ
と

も
の
ぞ
ま
し
い
。

-
救
護
所
は
は
っ
き
り
示
す
と

と
も
に
救
護
の
施
設
に
つ
い

て
充
分
考
え
ね
ば
な
ら
な

'υw 

こ
う
い
う
大
会
は
魚
津
市
と
し

て
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た

が
、
市
民
の
熱
意
あ
る
協
力
に

よ
っ
て
良
好
に
終
了
し
た
が
、

来
る
べ
き
国
体
は
、
二
種
目
で

あ
り
、
役
員
、
選
手
の
数
に
お

い
て
も
千
五
百
名
以
上
に
な
る

予
定
で
あ
る
の
で
、
事
務
局
の

企
画
は
も
ち
ろ
ろ
ん
、
市
民
各

位
の
誠
滋
あ
ふ
れ
る
御
協
力
を

一
一層
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
す
。

(
写
真
は
炎
天
下
の
熱
戦
)

(
魚
津
税
務
署
〉



(2) 

犬

は
つ
必
p
り

すごで

お

一
口
輸
を
つ
け
、
ま
た
は
オ
リ
に

一
入
れ
る
等
の
措
置
を
命
ず
る
乙

一
と
が
で
き
る
冶
そ
の
措
置
命
令

一
に
従
わ
な
か
っ
た
も
の
は
五
千

一
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
拘
留
若

一
し
く
は
糾
料
'に
処
せ
ら
れ
ま
す

一

。

一

家

の
人
に
は
温
和
な
犬
で
も

一見
知
ら
ぬ
人
に
は
ほ
え
た
り
す

り
の
保
健
所
に
届
出
て
保
健
所

一
る
も
の
で
す
。
犬
は
必
ら
ず
丈

の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

一夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で
お
き

ま
せ
ん
。
も
し
乙
れ
を
怠
っ
た

一
ま
・し
よ
う
。

と
き
は
科
料
に
処
せ
ら
れ
ま

一

ま
た
本
年
は
国
体
が
開
催
ざ

す。

一
れ
ま
す
の
で
、
と
く
に
狂
犬
病

凶
知
事
は
人
に
害
を
加
え
る
お
-
の
予
防
注
射
と
登
録
に
万
全
を

そ
れ
の
あ
る
犬
の
所
有
者
等
に
一
期
す
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す

対
し
、
飼
犬
を
つ
な
い
だ
り
、

こ

富

山

県

飼

犬

条

例

つ

く

ら

れ

る

、、‘，
f
・

日
可
日
許

一
こ
の
た
び
富
山
県
の
条
例
で

月
吻

一
犬
の
放
飼
を
厳
禁
す
る
飼
犬
取

何
糊
一
締
条
例
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

幻
種
一
い
つ
か
の
新
聞
に
、
犬
に
か
ま

和
三
.一
れ
た
い
た
い
け
な
子
供
の
悲
惨

百
富
一

/
〔
一
な
ニ
ュ
ー
ス
が
の
っ
て
い
ま
し

-
た
が
、
こ
の
よ
う
な
乙
と
が
再

一
び
お
と
ら
な
い
よ
う
お
互
に
気

一
を
つ
け
、
他
に
迷
惑
を
か
け
な

一
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

一
条
例
の
要
旨
は
次
の
よ
う
に
な

-
っ
て
い
ま
す
。

-

O

 

一ω飼
犬
に
よ
る
人
の
こ
う
傷

(

n
m
m
一
か
み
'き
ず
)
を
な
く
し
て
、
公

a寸
園
衆
衛
生
の
向
上
と
社
会
生
活
の

安
全
を
は
か
る
た
め
条
例
を
つ

く
り
八
月

一
日
か
ら
実
施
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

ω犬
の
所
有
者
等
は
そ
の
犬
が

害
を
加
え
な
い
よ
う
に
飼
犬
の

首
輪
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン

広市一

E
LE--
タ
ナ
籾
は
発
芽
が
大
切
だ
か
ら

ad
一
刈
り
お
く
れ
て
い
り
わ
れ
る
よ

一
う
に
な
.る
と
籾
穀
が
大
き
く
な

一
ら
な
い
か
ら
臨
芽
が
圧
迫
さ
れ

一て
芽
立
て
が
悪
く
な
る
。

穂
首

島
問
一
が
少
し
黄
変
し
た
ら
少
し
早
目

.

4

一
に
刈
り
ま
す
。
干
は
さ
は
陸
風

一
口
(
ア
ラ
セ
)
の
方
口
に
屋
根
型

一
に
つ
く
り
、
内
側
に
穂
を
垂
れ

一
さ
せ
蔭
干
し
に
す
る
。
に
わ
か

L

一
乾
燥
で
胴
割
れ
じ
.た
り
、
雨
露

f

ィ
一
に
あ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
乾
燥

発
}
す
る
。
稲
こ
き
は
原
則
と
し
て

日
一

昔
の
千
歯
稲
乙
き
を
用
い
る
と

1
一
よ
い
が
、
廻
転
式
脱
穀
機
を
用

ヨJ
一
い
る
場
合
は
、
プ
l
リ
ー
を
や

9
一や
大
き
い
も
の
に
と
り
か
え
、

手
一

一
分
間
六
百
回
転
以
下
に
す
れ

3
一
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

3
-
そ
の
ほ
か
他
の
種
類
の
籾
と
混

和
一
じ
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し
、
二
粒

召
-
以
上
く
ヲ
つ
れ
J

た
も
み
が
な
い

|
一
よ
う
に
す
る
と
，K
0・ぺ未
匁
の
も

一み
を
コ
ッ
プ
む
水
選
を
し
て
一

口
一
一
粒
も
浮
く
も
の
が
な
い
よ
う

ι

丘
一

唐
箕
選
を
五

l
六
回
す
る
乙
と

小
一
。

乙
う
レ
で
選
ぶ
之
種
籾
は
一

句
一
粒
と
い
え
ど
も
・寅
い
も
の
に
な

-
D
ま
す
。

.

な

い
(
一
定
の
区
間
に
針
金
等
で
綱

を
張
り
、
そ
の
間
だ
け
運
動
で

き
る
よ
う
な
措
置
)
を
つ
け
た

り
柵
そ
の
他
障
壁
な
ど
の
内
に

収
容
し
て
飼
犬
を
放
し
飼
い
し

な
い
よ
う
に
す
る
乙
と
。

ω犬
が
人
を
か
ん
だ
ら
犬
の
所

有
者
等
は
す
み
や
か
に
、

最
寄

一
家
畜
に
つ
い
て
は
そ
の
個
体
の

一
持
つ
長
所
や
短
所
並
び
に
注
意

一
す
べ
き
点
等
審
査
員
よ
り
指
導

一
が
な
さ
れ
、
ま
た
今
後
本
県
と

一
し
て
の
畜
産
の
重
要
性
等
に
つ

畜
産
共
進
会
は
八
一
頭
、
種
牝
豚
七
頭
緬
羊
十
頭
、
一
い
て
力
説
が
あ
り
ま
し
た
。

月
二
十
六
日
家
畜
一
山
羊
四
頭
に
っ
て
厳
正
な
審
査

一
乙
の
畜
産
共
進
会
は
家
畜
の
改

市
場
で
開
催
さ
れ

一
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
成
績
は
次
一
良
、
増
殖
研
究
や
水
田
を
中
心

ま
し
た
。

一
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

一
と
し
た
総
合
的
な
畜
産
熱
の
高

各
地
区
か
ら
出
品

一

一
揚
に
資
す
る
も
の
が
大
で
あ
り

さ
れ
た
乳
洋
十
三

一

一
ま
し
た
。

頭
、
種

忽
T
ト

干

一

恥

一

乳

牛

の

部

1
等
、
印
田
宝
田

一
頭
、
農
馬
十

五

一

湘

一
保、

法

一
種
牝
牛
の
部
H
一
等
、
友
道
宮

洪
一
島
常
次
郎

慎
一
農
馬
の
部
H
一
等
、
東
山
中
山

ば
一
常
松

実
一
種
牝
豚
の
部
日
一
等
、
天
神
野

σ一
新
関
口
興
平

緬
山
羊
の
部
日
一
等
、
木
ノ
下

新
木
下
遼
平

乳

牛

な

ど

七
O
頭
余
り
が
出
口
問

種

と

り

稲

は

早

目

刈

取

り

採
種
の
分
量
は
、

一
反
歩
に
つ

い
て
三
升
用
意
し
て
頂
く
乙
と

ま
た
予
備
種
籾
は
来
春
の
長
期

気
候
予
報
や
農
業
経
営
計
画
、

紫
雲
英
の
で
き
具
合
、
天
災
地
一

変
等
を
考
え
て
危
険
分
散
の
た一

め
の
品
種
計
画
等
予
備
種
籾
の
一

必
要
あ
る
こ
と
を
考
え
て
二

l
「

三
品
種
準
備
し
て
頂
き
た
い
も

の
で
す
。
自
家
採
種
は
最
も
信

頼
で
き
ま
す
。
種
籾
は
産
地
か

ら
買
ふ
も
の
が
必
ず
し
も
よ
い

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

種
子
交
換
と
い
っ
て
三
年
に
一

度
は
自
家
採
種
も
純
粋
な
も
の

に
更
新
し
て
頂
け
ば
よ
い
の
で

農
協
ま
た
は
市
委
託
採
種
闘
の

も
の
は
こ
れ
に
当
り
ま
す
。

国
債
を
担
保
に
貸
付

・引
揚
者
の
生
業
資
金

引
揚
者
宅
既
に
国
債
を
受
け
て

い
る
方
に
は
、
国
債
を
担
保
に

生
業
資
金
を
貸
付
け
、
申
込
を

市
厚
生
課
で
受
付
け
て
い
ま
す

希
望
者
は
早
百
に
申
込
み
下
さ

い
。
詳
細
は
厚
生
課
に
照
会
下

さ
・い。
e

よ
く
ぞ
が
ん
ば
っ
た
魚
津
高

健
斗

ι心
か
ら
の
歓
迎

全
国
高
校
野
球
大
会
に
、
富
一
が
一
体
と
な
っ
た
賜

山
県
代
表
と
し
て
甲
子
園
に
初
一
と
も
云
え
ま
し
ょ
う

議

出
場
し
た
魚
津
高
校
は
、
実
力
一
乙
の
選
手
を
迎
え

協

を
充
分
に
発
揮
し
て
浪
華
商
業
一
る
た
め
の
歓
迎
会
が

綴

明
治
高
、
桐
生
高
と
強
剛
、
名
一
二
十
日
九
時
か
ら
村

綴

門
チ
l
ム
を
な
ぎ
倒
し
、
準
々
一
木
小
学
校
、グ
ラ
ン
ド
準

決
勝
に
徳
島
商
高
と
劇
的
な
一
で
行
い
ま
し
た
が
、

総

十
八
回
延
長
と
云
う
球
史
に
残
一
全
員
日
や
け
し
た
元

r

へPJ

る
好
試
合
を
し
、
‘
翌
日
の
再
試
一
気
な
顔
で
あ
い
さ
つ

合
じ
は
奮
斗
空
し
く
敗
れ
ま
し
一
を
終
え
、
三
台
の
自

制

た
が
、
そ
の
健
斗
と
グ
ラ
ン
ド
一
動
車
に
分
乗
し
て
市

側

マ
ナ
ー
に
賛
辞
と
拍
手
が
嵐
の
一
中
パ
レ
ー
ド
に
入
り

糊

よ
う
に
お
乙
り
ま
し
た
。
よ
く
一
ま
し
た
。

広

が
ん
ば
っ
た
魚
津
高
ナ
イ
ン
。
一
街
々
で
H

健
斗
ど

そ
の
選
手
の
奮
斗
は
も
ち
ろ
ん
一
苦
労
さ
ん
H

と
五
色

万

で
す
が
、
そ
の
活
躍
の
か
げ
に
一
の
テ
l
プ
と
花
吹
雪

い
ろ
い
ろ
お
世
話
下
さ
っ
た
県
一
の
市
民
の
熱
狂
的
な

人
会
の
方
々
、
遠
く
大
阪
ま
で
一
歓
迎
を
受
け
選
手
た

か
け
つ
け
た
応
援
団
、
ラ
ジ
・オ
一
ち
は
正
午
な
つ
か
し

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
心
か
ら
の
一
の
，母
校
じ
到
着
し
ま

声
援
を
お
く
つ
た
市
民
、
郷
土
一
し
た
。

狂

犬

病

予

防

注

射

昭
和
三
十
三
年
度
第
二
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
か
ら
犬
の
所
有
者
は
必
ず
注
射
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
に

注
意
し
て
下
さ
い

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生

一
の
た
め
強
力
に
防
除
を
実
施
し

は
前
月
号
広
報
で
も
お
知
ら
せ

一
で
い
ま
す
が
広
範
囲
の
た
め
発

し
ま
し
た
が
、
庭
木
街
路
樹
等
一
見
が
容
易
で
な
い
た
め
、
適
期

の
枝
葉
に
く
も
の
巣
状
に
発
生
一
に
防
除
も
で
き
ず
、
今
後
相
当

す
る
の
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
一
猛
威
を
ふ
る
う
も
の
と
思
は
れ

応
急
処
置
と
し
て
切
り
取
り
焼

一
ま
す
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
き
は

却
す
る
こ
と
が
一
番
の
効
果
が
一
枝
を
切
り
取
り
焼
く
か
、
成
虫

あ
り
ま
す
。
な
お
今
年
の
第
二

一蝋
は
捕
殺
す
る
か
し
て
防
除
に

回
目
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

一御
協
力
下
さ
い
。
な
お
ア
メ
リ

は
例
年
よ
り
も
十
日
程
早
く
、

一
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
発
見
さ
れ
た

魚
津
市
内
ハ
各
町
内
〉
に
大
発

一
と
き
は
農
林
諜
ま
で
連
絡
し
て

生
し
た
も
の
で
、
市
で
も
撲
滅
一
下
さ
い
。

'"鼻、
写再準(3)(2)(1)器
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中
部
日
本
パ日
ヵ
、

第
八
回
中
部
日
本
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
'綜
合
男
女
選
手
権
大
会
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も

準
々
決
勝
で
敗
る

全
日
本
高
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

男
子
選
手
権
大
会
で
魚
津
高
校

は
富
山
県
代
表
と
し
て
出
場
し

準
々
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
。

戦
績
は
予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

J
4
 
時
習
館
高
と
O
|
2
で
敗
れ
た

が
敗
者
復
活
戦
で
青
森
高
に

2

1
0
で
勝
ち
、
二
回
戦
は
伝
習

館
高
に
2
|
O
で
勝
ち
三
回
戦

で
浦
和
高
と
対
戦
し
2
1
0
で

勝
ち
ま
し
た
が
、
準
々
決
勝
で

は
浴
陽
高
に
2
ー
ー
で
惜
敗
し

ま
し
た
。

寄

付

一
O
、
0
0
0
円

下

新

町

金
三
津

勝

栄

(
亡
父
死
去
に
よ
る
香
志
V

五
千
四
円

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
場
勤
務

山

田

信

義

(
拾
得
に
よ
り
返
戻
さ
れ
た
も

の
を
躍
災
困
窮
児
(
大
町
、
村

木
、
道
下
小
学
校
に
寄
贈
〉

乙
の
程
郵
政
省
か
ら
市
内
の
母

子
寮
に
対
し
、
お
年
玉
年
賀
の

抽
せ
ん
後
期
間
が
終
っ
て
も
引

取
ら
れ
な
か
っ
た
石
け
ん
の
寄

贈
が
あ
っ
た
。

~
陸
海
空
自
衛
官

山
採
用

~
年
令
十
八
才
|
二
五
才

九

未
満

-一
試
験
十
月
下
旬
l
十
一

円

月
上
旬

山
待
偶
二
等
陸
海
空
士

初
給
約
六
、
二
0
~

O
円
営
(
鑑
〉

内
居
住
ヤ

他
に
衣
食
住
支
給
山

~
志
願
受
付
九
月
一
日
か
山

ら
十
月
十
日
ま
で
V

{
試
験
地
富
山
市
、
高
岡

山

市
、
魚
津
市

〈
詳
し
い
乙
と
は
市
役
所
市

山

~
民
謀
へ
お
問
合
せ
下
さ
い

り

レ
ー
ボ

l
ル
大
会

決
勝
で
惜
敗

新
装
な
っ
た
市
営
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
コ
l
ト
で
聞
か
れ
た
。
そ
の

結
果
は
(
関
係
分
)
次
の
と
お

れ

ν

子

ー
男

一
回
戦
魚
津
高
2
1
0
信
越
佑
学
武

生
(
福
井
)

日
カ
魚
津
2
1
0
大
垣
工
業

高
(
岐
車
)

二
回
戦
魚
津
高
2
1
0
松
商
学
園
高

(
長
野
)

日
カ
魚
津
2
1
0
神
戸
高
(
三
重
)

一
回
戦

・

電
々
公
社
東
海
2
1
0
魚
津

(
愛
知
)

高

タ
l
、
リ
l
ラ
イ
と
言
い
産
地
'

は
シ
ヤ
ム
、
マ
レ
イ
、
ス
マ
ト
一

ラ
で
す
。

さ
き
の
プ
ル
l
グ
l
ラ
ミ
ー
よ

り
も
更
に
美
し
く
、
特
に
維
の

口
か
ら
胸
に
か
け
て
出
る
赤
昧

が
美
し
い
。

体
色
は
真
珠
色
で
、
体
の
中
央
・

に
限
か
ら
尾
鰭
の
つ
け
根
ま
で

般
に

一
本
の
黒
い
線
が
走
っ
て
一

い
て
、
体
の
全
体
に
細
か
い
模

僚
が
散
り
ば
め
て
あ
る
の
で
模

細
工
グ
l
ラ
!
と
も
呼
ば
れ
て
.

J

-

い
ま
す
。
乙
の
魚
は
プ
ル
l
グ

ま
ず
、
斗
争
心
り
強
い
J
F
W
l
fり
、
そ
の
泡
の
中
に
卵
を
口
で

一

ー

グ
l
ラ
ミ
イ
に
つ
い
て
で
す
が
一
運
ん
で
子
が
生
れ
る
の
を
待
ち

一
l
ラ
ミ
ー
よ
り
も
お
と
な
し
く

一
ま
す
。
乙
の
育
魚
の
仕
事
を
全

一
て
優
雅
で
神
経
質
で
す
。
産
卵

乙
れ
は
体
長
が

一
0
セ
ン
チ
か
一

一

一
部
雄
が
す
る
と
こ
ろ
が
、
ち
よ

一
習
性
は
プ
ル
l
グ
1
ラ
ミ
ー
と

ら
一
五
セ
ン
チ
で
原
名
は
卜
一

一

'
一
っ
と
変
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
外

一
同
じ
で
す
。
卵
は
一

-o
oi一

リ
コ
ガ
ス
タ
l
、
ト
リ
コ
ブ
テ
一

一

:
一
敵
に
対
す
る
監
視
も
行
い
ま
す

一
、
0

0

0個
位
産
み
ま
す
。

ラ
ス
と
も
云
い
、
産
地
は
シ
ヤ
一
心
、

1

H

一

ム
、
マ
レ
ィ
、
ス
マ

ト
ラ
と
云
一
ヵ
ま
ず
し
こ
と
に
は

9
や
子

一

目
玉
と
属
び
れ
が
光
る

一
に
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
、

一

わ

れ

て

い

ま

す

。

一

一
ま
こ
ヘ
ッ
ド
、
ア
ン
ド
、
テ
l

一
せ
っ
か
く
産
ん
だ
卵
や
子
を
皆

一

f

一
般
に
」
番
多
く
飼
わ
れ
て
お
一

一
レ
ラ
イ
ト
、
フ
イ
ツ
シ
ユ
(
カ

一
食
べ
て
仕
舞
ろ
乙
と
が
あ
り
ま

一
/

り
、
ま
た
幼
魚
の
時
代
は
な
ゆ
一
す
o

卵
は

一
O
O
l
一
、
0

0
一
ラ
シ
ン
斜
全
長
四
セ
ン
チ
)
は

な
か
美
し
い
の
と
丈
夫
て

f
u
一
O
個
位
産
卵
し
ま
す
。

一原
名
は
ハ
ミ
グ
一
フ
マ

ス
、
ォ
セ

易
い
の
で
し
た
し
ま
れ
て
し
ま
一

一
リ
フ
ァ
で
産
地
は
ギ
ア
ナ
、
ア

す
o

体
色
は
全
体
に
わ
た
っ
て
一
復
雑
て
紳
経
質

一
マ
ゾ
ン
で
す
。

青
く、

背
部
の
色
が
濃
く
、
腹
一
次
に
パ
ー
ル
グ
l
ラ
ミ
l
は
体

一名
前
の
指
す
通
り
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

部
は
や
L

白
味
が
か
っ
た
色
で
一
長
は
一
0
セ
ン
チ
か

t
二
ニ
セ

一
ト
(
前
燈
)
と
テ
ー
ル
ラ
イ
ト

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
の
班
一
ン
チ
で
、
原
名
は
ト
リ
コ
ガ
ス

一
(
尾
燈
)
を
点
燈
し
て
い
る
よ

点
は
特
に
強
い
青
色
が
二
点
あ
ア
騨
援
協
露
盤
援
罷
臨
機
欝
務
総

一
う
な
美
し
い
魚
で
す
ー

し
か
し

り
、
眼
も
同
じ
色
な
の
で
ス
リ
一
幽
臨
醗
離
競
鰯
脇
概
翻
錦
繍
脇

一
こ
の
ラ
イ
ト
は
自
分
の
力
で
は

1
ス
ポ
ッ
ト
グ
ラ
ミ
ー
と
も
呼
一
舗
圃
闇
観
概
観
脇
磯
物
雛
繍
勝

一光
ら
ず
、
光
線
が
庶
射
し
て
目

ば
れ
て
い
ま
す
。
雌
維
の
見
分
一
個
翻
醐
麟
鱗
雛
鶴
揚
聯
瞬
鯛

一
玉
と
尾
鰭
の
つ
け
根
が
光
り
ま

け
方
は
背
鰭
で
見
分
け
、
雄
の
一
一
醐
臨
瞬
間
協
線
機
機
組

機

一す
。
飼
育
容
器
の
真
上
か
ち
強

背
鰭
が
長
く
先
が
と
が
っ
て
い
一
瞬
繍
遡
幽
闘
麟
麟
勝
機
級
協

一
い
光
線
を
与
え
る
・
竺
段
と
光

る
の
に
対
し
て
、
雌
は
短
く
、
一
鵬
関
越
・
園
鶴
臨
麟
麟
麟
麟
糊

一
彩
の
度
が
強
く
な

P
ま
す
。
ま

円
味
を
お
び
て
い
る
。
乙
の
魚
一

.
醗
幽
関
輪
開
翻
醐
鶴
鱒
勝

一
た
雌
雄
の
区
別
は
で
き
憎
い
が

は
闘
争
心
が
強
い
の
で
、
弱
い
一
盟
讃
雛
覇
麓
第
五
の
場
合
は
尾
鰭
に
鈎
ハ
カ
ラ

魚
と
一
緒
に
す
る
こ
と
が
で
き
一
一
園
開
鵬
舗
醐
臨
機
観
物

機
峨

一
シ
ン
フ
ッ
ク
と
云
う
)
が
あ
り

ま
せ
ん
。
産
卵
が
近
ず
く
に
つ
一
闇
醐
醐
醜
醐
欄
麟
機
線
機
勝
間

一網
で
す
く
う
と
、
乙
の
鈎
が
よ

れ
て
雄
の
体
色
は
青
色
が
一
段
一
幽
醜
醐
臨
臨
概
観
鰯
瞬
翻

一く
引
掛
る
の
で
判
別
で
き
る
。

と
濃
く
な
り
、

黒
く
見
え
る
程
一

一週
酒
量
覇
聾
覇
襲
議
欝
鍾
錦
繍

一体
は
雌
の
方
が
一
般
に
大
き
く

に
な
っ
て
き
ま
す
o

そ
し
て
水
一
(
与
具
ほ
ヘ
ツ

h
γ

ン
ド
テ

一
、
卵
は
大
体
一

ooi五
0
0

面
に
泡
の
巣
の
か
た
ま
り
を
作
一一
l
Yラ
イ
ト
フ
イ
ツ
シ
ユ
)

一
個
位
産
み
ま
す
。
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日
カ
魚
津
2
1
1
J
鶴

一

国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
広
報
員
の
変
更

抑
制
[
刀
鳩
出
場
き
ま
る

長発民 伝

一 生態を見るー (2)

今回は二、三の熱帯魚のそれぞ

れの特徴l二ついτ述べましよう
(写真はプノレーグーラミイとパ

ーノレグラミ)

準
決
勝
目
カ
魚
津
2
1
1
東
レ
愛
知

決

勝電
々
公
社
東
海
2
1
0
日
カ
魚
津

第
十
三
回
国
体
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
の
富
山
県
予
選
は
去
る
二
十

四
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
一
般
男
子
は
日
本
カ
ー

バ
イ
ド
魚
津
工
場
、
高
校
男
女

と
も
魚
津
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
勝

ち、

富
山
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
体
に
は
当
市
の
バ
レ
l
コ
ー

ト
で
行
わ
れ
る
一
般
男
子
、
高

校
男
子
の
試
合
に
は
郷
土
の
名

誉
を
に
な
っ
て
、
そ
の
活
躍
が

期
待
き
れ
ま
す
。

な
お
高
校
女
子
は
高
岡
で
行
わ

れ
ま
す
。

ー
女

一
回
戦
魚
津
高
2
1
0
第
二
長
岡
高

(
新
潟
)

子

二
回
戦
三
協
精
機
2
1
0
魚
津
高

(
長
野
)

決

勝倉
紡
津
2
1
0
日
精
紡
島
田

魚
津神
明
二
日
木
下
清
一

中

町

H
上
岸
長
作

下
タ
町
H
魚
住
初
枝

十
五
日
は
と
し
よ
り

の
日
で
す

九
月
十
五
日
は
と
し
よ
り
の
日

で
す
。
と
し
よ
り
を
邪
ま
者
扱

い
に
し
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
。
私
た
ち
が
こ
う
し
て

毎
日
を
無
事
に
く
ら
せ
る
の
も

と
し
よ
り
の
方
の
お
か
げ
だ
と

い
え
ま
す
。
ど
ん
な
と
き
で
も

と
し
よ
り
を
い
た
わ
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。


